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オープンイノベーションで測量の生産性を向上！ 
～UAV レーザ測量に関する技術開発を行う企業等を募集～ 

 
本日から、オープンイノベーション（さまざまな技術・アイデア・ノウハウ等を持ち寄りスピー

ディーに実装化を図る開発手法）により、樹木等があっても地表面の測量がある程度可能な UAVレ

ーザ測量について、比較的短時間のうちに±5cm以内の精度で測量可能な UAV レーザ測量機器や、デ

ータのフィルタリング処理を自動化するソフトウェアなどの技術開発に参加する企業等を募集しま

す。 

応募した企業等が開発した機器・ソフトウェア等については、別途、国土地理院が実施する実証

実験により評価を行う予定です。 
 

国土交通省では、建設現場の生産性向上に向け、測量・調査から設計、施工、維持管理に至る建設

生産プロセス全体で ICTや３Dデータを利活用する i-Construction を推進しています。国土地理院で

は、この i-Construction の取組の一環として、平成 30年 3月に「UAV 搭載型レーザスキャナを用い

た公共測量マニュアル（案）」を公表し、公共測量において UAV搭載型レーザスキャナを活用するた

めの環境を整えているところです。 

今回、UAV レーザ測量の精度向上に資する技術開発に参加する企業等を募集し、新たな機器・ソフ

トウェアの開発を通じて UAV レーザ測量の精度向上、作業効率化による測量分野の生産性向上を目指

します。 

 

１． 応募内容 

 ○応募テーマ：UAV レーザ測量の精度向上、作業効率化に資する技術開発 

① UAV レーザ測量機器（レーザ測距装置、GNSS/IMU、UAV 機体） 

② ソフトウェア全般 

 ○受付期間：平成 30年 7月 30日（月）～8月 22日（水）17時まで（必着） 

 

２． 実施方法 

応募テーマに合致する提案のあった企業等を一堂に会してマッチングイベントを実施し、技術提案

や意見交換を行い、開発チームを結成します。その後、開発チームごとに技術開発に取り組んでいた

だきます。開発した機器・ソフトウェア等については、別途、国土地理院が実施する実証実験により

評価を行う予定です。 

詳しくは「募集要領」（別添）をご覧下さい。 

 ※「マッチングイベント」とは 

 参画する企業等が UAVレーザ測量に関する技術のショートプレゼンテーションを行い、その後の企

業等間の意見交換を通じてビジネスマッチングする合同のお見合いイベントです。 

 
 

発表場所：国土交通記者会（資料配付） 

国土交通省建設専門紙記者会（資料配付） 

国土交通省交通運輸記者会（資料配付） 

      筑波研究学園都市記者会（資料配付） 

発表日時：平成 30年 7月 30日（月）14時 

(問い合わせ先) 

〒305-0811 茨城県つくば市北郷 1番  国土交通省 国土地理院 

企画部 測量指導課      課長      出口 智恵  TEL 029-864-6691 (直通) 

専門調査官  齋藤 俊信 TEL 029-864-1111 (内線 3129) 

技術専門員  土佐 智広 TEL 029-864-6527 (直通) 

                            FAX 029-864-1658 

 

 



UAVレーザ測量に関する技術開発を行う企業等の募集

背 景

国土交通省では、建設現場の生産性向上に
向け、測量・調査から設計、施工、維持管理
に至る建設生産プロセス全体でICTや３D
データを利活用する i-Constructionを推進

課 題

応募テーマ

UAVレーザ測量の精度向上、作業効率化に資する技術開発（詳細は「募集要領」（別添）をご覧ください。）
①UAVレーザ測量機器に求める要件イメージ

• ±5cm以内の精度及び取得点密度100点/m2以上を確保可能
• 平地で0.30km2の範囲の測量を40分以内で実施可能
• 植生繁茂地や傾斜地でも精度を確保可能 等

②ソフトウェアに求める要件イメージ
• できるだけ処理を自動化することで、3Dデータのフィルタリング処理を短時間で実施可能 等

樹木等の支障物により
地表面の測量が困難

データが取得できない樹木の
陰等はTS等で追加で測量

地面

樹木等があっても地表面の測量を
精度よく実施可能な技術の開発

建設生産プロセスの最上流である測量段階からデータの３Ｄ化を図り、こ
れを設計、施工、維持管理の各段階に流通・利活用することが重要
UAVレーザ測量は、樹木等があっても地表面の測量がある程度可能であ
り、精度の確保された３Dデータを効率的に取得可能とするための技術開
発を加速する必要

地面
UAVレーザ測量の精度や作業効率
を向上させる技術開発により、
現場作業の短縮が可能となり、
測量業務の生産性や品質が向上


